
 
    令和８年４月２３日１４時００分 

近 畿 地 方 整 備 局 

兵 庫 国 道 事 務 所 

 

国道２８号洲本
す も と

バイパス 令和１０年夏に開通します 

～ 洲本
す も と

市 炬
たけの

口
く ち

から宇山
う や ま

間（延長２．４ｋｍ） 開通見通しの公表 ～ 

 

 

■開通時期の公表（洲本
す も と

市 炬
たけの

口
く ち

～宇山
う や ま

：延長２．４ｋｍ） 

 

＜現在＞          ＜工程精査後＞ 

工程精査中    ⇒   令和１０年夏開通 
 
 
 
 

＜取扱い＞     

 
＜配布場所＞    近畿建設記者クラブ、大手前記者クラブ 

兵庫県政記者クラブ、神戸市政記者クラブ、淡路島記者クラブ 
 
＜問合せ先＞   近畿地方整備局  兵庫国道事務所 

副所長  寺西 陽一朗（てらにし よういちろう） 
                 計画課長  島田  裕仁 （しまだ ゆうと） 

ＴＥＬ  ０７８－３３４－１６００（代表） 

 

○ 一般国道２８号洲本
す も と

バイパス（延長６．０ｋｍ）は神戸
こ う べ

淡路
あ わ じ

鳴門
な る と

自動車道洲本
す も と

IC への 

アクセスを強化し、洲本
す も と

市内の交通混雑の緩和、交通安全の確保等を目的とした道路で 

あり、開通済みの区間を除く洲本
す も と

市 炬
たけの

口
く ち

から宇山
う や ま

間（延長２．４ｋｍ）の全線で工事を推進 

しています。 

○ 令和８年４月には「陀仏
だ ぶ つ

川橋
がわばし

」（仮称）の橋台ができあがり、橋桁を架設する工事に着手 

する準備が整うなど、着々と工事が進捗しているところです。 

○ この度、現在の工事進捗を踏まえ工程を精査した結果、順調に工事が進んだ場合には、 

洲本バイパスが令和１０年夏に開通する目処が立ちましたのでお知らせします。 



国道２８号洲本バイパス 陀仏川橋(仮称) 施工状況
す もと

■Ａ１橋台

■陀仏川橋（仮称）施工現場全景

だぶつ がわ

■Ａ２橋台

（令和８年４月 撮影）

施工中（令和７年１１月 撮影）

着手前（令和７年５月 撮影） 施工中（令和７年１１月 撮影）

施工中（令和８年１月 撮影）

（令和７年６月 撮影）

完成（令和８年４月 撮影） 完成（令和８年４月 撮影）



国道２８号洲本バイパスの概要

国道２８号は、神戸市を起点として徳島市に至る総延長約２００kmの幹線道路で、

淡路島内の経済、産業活動を支援するほか地域の生活道路として大きな役割を担って

います。洲本バイパスは、神戸淡路鳴門自動車道洲本ICへのアクセス道路としての役割

を担うとともに、洲本市内の国道２８号の交通混雑の緩和、交通安全の確保及び災害時

の代替路の確保を目的としています。
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凡 例

高規格幹線道路
直轄国道
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事業中 2.4km

区間
（起）兵庫県洲本

  す もと

市炬口
たけのくち

（終）兵庫県洲本市
  す  もと

宇山
  う  やま

道路延長 2.4ｋｍ
構造規格 第3種2級
設計速度 60ｋｍ/ｈ
車線数 2車線
標準幅員 15.5ｍ

〇開通概要 〇主な事業の経緯
年　　度 事業実施項目

昭和60年度 事業化

昭和63年度 用地着手

平成1年度 工事着手

平成10年5月 大野～納地区　0.7km開通

平成12年4月 宇山～大野地区　2.9km開通
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◇災害時の代替路確保

期待されるストック効果

【国道28号の冠水状況】

写真① （平成16年10月20日撮影）

■平成１６年の台風２３号では、旧国道２８号及び国道２８号が冠水し通行止めとなったが、

開通済区間が現道の代替路として機能

■未開通区間の国道２８号の一部が、南海トラフ巨大地震時の津波浸水想定範囲に位置

■洲本バイパスの計画高さは、想定津波高さよりも高く、災害時の避難路及び緊急輸送路

として機能

す もと

・高台にある洲本実業高校に避難する場合、現状
では大型車の通行ができないが、洲本バイパス
の整備により、大型車の通行が可能となり、救援
物資の輸送や大型バスによる避難など、円滑な
避難が可能になる。

洲本市都市整備部ヒアリング（R7.10）

国道28号洲本バイパス

兵庫県立
洲本実業高校
（協定による
避難施設）

洲本BP開通済区間 令和１０年夏 開通予定区間
事業中 2.4km3.6km
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出典:洲本市津波ハザードマップ 平成25年12月24日公表（兵庫県）
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未開通

凡 例

高規格道路

直轄国道
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災害時の緊急輸送路

避難路（現道）
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◇地域医療の支援

期待されるストック効果
国道28号洲本バイパス

■洲本インター前交差点から淡路島唯一の三次救急医療施設までの到着時間は、開通
前の約16分から現況で約13分に短縮されており、全線開通するとさらに約11分まで短縮

■重症救急患者に対応する三次救急医療施設へのアクセス性の向上が期待されます

洲本BP開通済区間 令和１０年夏 開通予定区間

塩屋

新潮橋
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青雲橋
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全線開通後：約11分

Ｎ

開通前：約16分

3.6km 事業中 2.4km

洲本IC

洲本川

洲本港

洲本
インター前

現況(部分開通)：約13分

兵庫県立淡路医療センター
(三次救急医療)

<洲本IC前交差点～淡路医療センター>

短縮時間所要時間

－約16分開通前

3分短縮約13分現況（部分開通）

2分短縮約11分全線開通

未開通

凡 例

高規格道路

直轄国道

旧国道28号

主要渋滞箇所

救急搬送ルート(開通前)

救急搬送ルート(開通後)
・現国道28号は、交通量が多く道幅が狭
いため、混雑時に通行しにくい場合が
あります。

・洲本バイパスの部分開通でルートの選
択肢が増え、消防・救急活動がしやすく
なりました。

・洲本バイパスの全線整備で交通が分散
し走行しやすくなるほか、南海トラフ地
震時にも有効な幹線道路となることを
期待します。

淡路広域消防事務組合ヒアリング（R7.8）

▼淡路医療センター(三次医療施設) ▼緊急事態における時間経過と死亡率の関係

※旅行速度
旧国道28号：平成9年度全国道路･街路交通情勢調査の混雑時旅行速度
その他の道路：令和3年度全国道路･街路交通情勢調査の混雑時旅行速度
全線開通後の洲本バイパスは設計速度60km/h出典：兵庫県立淡路医療センターHP

出典：カーラーの曲線（1981年発表）

全線開通

部分開通後

開通前低
下 ③多量出血②呼吸停止①心臓停止



国道２８号
す もと

洲本バイパスの整備状況
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市） 洲本中川原線
主）洲本五色線
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